
 

 

 

 

 
1 調査結果 
(1) 分布状況 

【R4】中１（令和４年４月実施） 

 

 

 

 

【R3】中１（令和３年４～５月実施） 

 

○ 問題数は昨年度から問題数を 5問減らし 20問、正答数の最頻値は 9問、平均正答数は 10問です。

正答数の最頻値より高い正答の割合は 50％、低い正答の割合は 40％です。平均正答率は 47.7％であ

り、正答数 5問以下の人数の多さが課題です。 

          （正答数の最頻値：該当する生徒数の最も多い正答数） 

 

 (2) 領域等の正答率  

領  域  等 
正答率 

（ ）は R3新入生学調 

〔知識及び技能〕                 （４問） 38％ （59％） 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ａ話すこと・聞くこと」（５問） 67％ （63％） 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｂ書くこと」    （３問） 47％ （25％） 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｃ読むこと」    （８問） 42％ （37％） 

 

(3) 結果概要  

〇 小問ごとの正答率において、「１(1) 集めた材料から伝え合う内容を検討する」問題が 81％、「３(2)

登場人物の心情をもとに表現の効果を読む」問題が 59％で、比較的正答率の高い結果となりました。 

〇 領域等においては、〔思考力，判断力，表現力等〕「Ａ話すこと・聞くこと」が 67％（＋4ポイント）

「Ｂ書くこと」が 47％（＋22ポイント）「Ｃ読むこと」が 42％（＋5ポイント）と、全てにおいて昨年

度を上回る結果となりました。 

○ 経年比較となっている「５① 資料を基に、自分の考えを書く」問題が、65％（＋26ポイント）と昨

年度を上回ったことから、複数の資料と関連づけて自分の考えを明確にさせる指導に成果が見られま

す。 

● 領域等においては、〔知識及び技能〕が 38％と昨年度を 21ポイント下回りました。これは、日常の

言語活動の中でどれだけ活用できるかをみる問題に対応できなかったことが要因として考えられます。 

● 経年比較問題になっている小問ごとの正答率においては、「2(4) 文の構成について理解する。（修

飾語）」問題が 16％（-48ポイント）、「４(3) 文章の要旨を捉えて読む」問題が 20％（－11ポイント）

でそれぞれ下回り、指導の工夫が必要な状況にあります。 
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1 2 3 4 5 6 9 0

選択 選択 選択 選択 誤答 正答 無回答

1 集めた材料から伝え合う内容を検討する。
第５・６年思判表Ａ
（１）ア

話聞
84

0 0 0 0 15 84 0 1

2 集めた材料から伝え合う内容を検討する。
第５・６年思判表Ａ
（１）ア

話聞
83

0 0 0 0 16 83 0 1

3 集めた材料から伝え合う内容を検討する。
第５・６年思判表Ａ
（１）ア

話聞
77

0 0 0 0 21 77 0 1

(2) 4 話の内容について資料の使い方を理解する。
第５・６年思判表Ａ
（１）ウ

話聞 活用
54

20 13 11 54 2 0 0 1

(3) 5 話の内容を捉え，疑問に思ったことをまとめる。
第５・６年思判表Ａ
（１）エ

話聞 活用
37

0 0 0 0 51 37 0 12

(1) 6 日常使われる敬語を正しく使う。
第５・６年知技（１）
キ

言葉
55

0 0 0 0 43 55 0 4

(2) 7 文脈に沿って，漢字を適切に使う。
第５・６年知技（１）
エ

言葉 活用
29

0 0 0 0 47 29 0 24

(3) 8 熟語の構成を意味との関わりから理解する。
第５・６年知技（１）
オ

言葉
52

52 4 23 18 2 0 0 1

(4) 9 文の構成について理解する。（修飾語）
第３・４年知技（１）
カ

言葉 経年
16

57 11 13 16 3 0 0 1

(1) 10 場面の描写と登場人物の様子を読む。
第５・６年思判表Ｃ
（１）イ

読
30

0 0 0 0 48 30 0 23

(2) 11 登場人物の心情をもとに表現の効果を読む。
第５・６年思判表Ｃ
（１）エ

読
経年・
活用

59
11 12 59 15 2 0 0 2

(3) 12 登場人物の心情を読む。
第５・６年思判表Ｃ
（１）イ

読
経年・
活用

37
0 0 0 0 46 37 0 19

(4) 13 表現の仕方を捉えて読む。
第５・６年思判表Ｃ
（１）エ

読
49

6 27 49 15 1 0 0 4

(1) 14 文章の内容を的確に押さえて読む。
第５・６年思判表Ｃ
（１）ア

読
52

0 0 0 0 43 52 0 7

(2) 15 目的に応じて，必要な情報を捉えて読む。
第５・６年思判表Ｃ
（１）ウ

読 活用
41

12 37 41 7 2 0 0 4

(3) 16 文章の要旨を捉えて読む。
第５・６年思判表Ｃ
（１）ア

読
経年・
活用

20
0 0 0 0 69 20 0 11

(4) 17 文章の構成を捉えて読む。
第５・６年思判表Ｃ
（１）ア

読 経年
44

21 14 10 44 1 0 0 12

18 資料を基に，自分の考えを書く。
第５・６年思判表Ｂ
（１）ウ

書 経年
65

0 0 0 0 17 65 0 19

19 資料から読み取ったことを根拠にして書く。
第５・６年思判表Ｂ
（１）ウ

書
経年・
活用

29
0 0 0 0 50 29 0 23

20 段落構成を考えながら指定された長さの文章を書く。
第５・６年思判表Ｂ
（１）イ

書
47

0 0 0 0 33 47 0 22

48
0 0 0 0 0 0 0 0

3

4

5

調査問題のねらい 正答率

     選   択   №   　　　　　　　　(％)　

(1)

問題番号

大
問

中
問

学習指導要領
との関連

主な
観点小

問

通
番
号

1

備考

全体正答率

2



２ 指導のポイント 

(1) 話し手の目的を考えながら話の内容を捉え、自分の考えをまとめる学習を大切にしましょう。 

 ア 問題の概要 

 

 

 

 イ 誤答分析 

   この問題では、「緑のカーテン」が環境にやさしい理由ついての具体的な説明を求める解答ではなく、

自分が考えたよさや特徴を具体的に例示するといった誤答が多く見られました。これは、話し手の目的

に応じて話の内容を捉えていなかったため、どういった情報を相手から引き出しアドバイスにつなげる

かが明確でなかったことが原因と考えられます。 

   この問題では、話し手の目的に応じて聞き、考えをまとめる力が求められます。そのため、話の内容を

十分に聞き取りながら考えを比較することや、聞き取ったこととの共通点や相違点を踏まえて自分の考

えをまとめる力に課題があると考えられます。 

 ウ 指導上の留意点 

  (ア) 目的に応じて必要な内容を質問しながら聞き、話し手が伝えたいことの中心を捉えて自分の考え

をもつことについては、小学校第３学年及び第４学年（「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導事項エ）

で学習しています。このことは、中学校第１学年（「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導事項エ）の、

必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え、共通点や相違点などを踏まえて、自

分の考えをまとめる学習につながります。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

  (イ) 指導に当たっては、話し手が伝えたいことを踏まえて、自分が聞こうとする意図に応じてスピー

チの内容を捉えることが大切です。例えば、相手のスピーチを聞く場合に、あらかじめ聞きたいこと

を整理して聞いたり、更には、聞き取った内容を自分の経験と結び付けて記録したり質問したりす

るなどの活動が考えられます。 

 

(2) 実際の表現場面を意識させながら、修飾語の文中での係り受けの関係等を把握することができるよう学

習過程を工夫しましょう。 

 ア 問題の概要 

 

 

 

 イ 誤答分析 

   誤答を分析すると、57％の生徒が、１「仕事に」を選択していました。「将来」という修飾語が、被修

飾語「もちたい」に対し、「いつもちたいのか（時期）」を詳しく説明していることをとらえさせる問題で

す。直後の１を選択している生徒が多いことから、文の中で離れた位置にある言葉と言葉の関係を捉え

ることを苦手としていることがわかります。 

 ウ 指導上の留意点 

  (ア) 文の構成について理解することについては、既に小学校第３学年及び第４学年（〔知識及び技能〕

文や文章の指導事項カ）で学習しています。このことは、中学校第１学年（〔知識及び技能〕文や文

章の指導事項エ）の、単語の類別について理解するという学習につながります。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

  (イ) 指導に当たっては、修飾と被修飾との関係だけではなく、主語と述語の関係、文の書き出しや文

末表現など文の中での係り受けの関係等、文全体の構成を把握することが大切です。その際、〔思考

力，判断力，表現力等〕の「Ａ話すこと・聞くこと」の構成の検討、「Ｂ書くこと」の構成の検討や

推敲、〔Ｃ読むこと〕の「構造と内容の把握」の学習過程における言語活動との関連を図ると効果的

です。言語活動を通した学習過程の中で指導することにより、日常の言語生活に生きて働く「知識・

技能」として身に付いていきます。 

 

 

 

２（４）文の構成について理解する（修飾語）。 

第３・４学年〔知識及び技能〕（１） 正答率 16％  

１（３）話の内容を捉え、疑問に思ったことをまとめる。 

第５・６学年〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ「話すこと・聞くこと」（１）エ 正答率 37.1％  



(３) 目的に応じて要旨をとらえ、分量や表現の仕方などに合わせてまとめる言語活動を位置付けましょう。 

ア 問題の概要 

４（３）文章の要旨を捉えて読む。 

第５・６学年〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｃ読むこと」（１）ア 正答率 20％ 

イ 誤答分析 

   無解答率は 11％で前年度より粘り強く記述する生徒が増えていることがわかります。一方、正答率は

20％となっており、解答した記述内容に課題が見られました。誤答を分析すると、筆者の考えの中心とな

る「巣の後ろに下がる」という点には触れられているものの、それに加えて「他の兄弟にえさを譲ってい

る」と記述している生徒が多くみられました。これは、「巣の後ろに下がる」要因を「兄弟にえさを譲る

ため」と誤って捉えていると考えられます。文中の「～～見えますが」という叙述の中の逆接の助詞「が」

に注目できていないことも考えられます。 

この問題では、親鳥が短時間で均等にえさを与えることができる仕組みについて捉えるために必要な

情報を的確に探し出す力が求められます。目的に応じて書き手の伝えたい内容を的確に押さえて要旨を

捉える力に課題があると考えられます。 

ウ 指導上の留意点 

(ア) 事実と感想、意見などとの関係を、叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握するこ

とについては、小学校第５学年及び第６学年（「Ｃ 読むこと」の指導事項ア）で学習しています。

このことは、中学校第１学年（「Ｃ 読むこと」の指導事項ア）の、文章の中心的な部分と付加的な

部分、事実と意見などの関係を、叙述を基に捉え、要旨を把握する学習につながります。 

(イ) 指導に当たっては、文章の構造を踏まえて、キーワードやキーセンテンスなどに留意して情報を

整理し、正確に要旨を捉えられるようにすることが大切です。要旨をまとめる際には、〔知識及び技

能〕の「指導事項ア（情報と情報の関係）」原因と結果との関係について理解すること、「指導事項エ

（文や文章）」接続する語句の働きとの関連を図ることが効果的です。目的を明確にし、文章から必

要な情報を取り出して解説する言語活動などを通して、生徒が主体的に要旨をまとめるような学習

過程を工夫していきましょう。 

   

(4)  複数の情報を比較したり関連付けたりしながら、自分の考えを明確にして書く学習を大切にしましょ

う。 

ア 問題の概要 

５ 条件② 資料から読み取ったことを根拠にして書く。 

第５・６学年〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｂ書くこと」（１）ウ 正答率 29％ 

イ 誤答分析 

この問題では、複数の資料から適切な言葉や数値を用いて記述する力や、それらを関連付けて自分の

考えを明確にする力が求められます。条件①の自分の考えを書くことの正答率が 64.8%と前年度よりも

上昇しているものの、条件②の考えを支える理由や根拠の記述に誤答や無解答が多く見られました。特

に、資料Ａで書かれているインターネットの負の面と、資料Ｂから読み取れる便利さを結び付けて記述

することに課題があることがわかります。 

ウ 指導上の留意点 

(ア) 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたり、事実と感想、意見などとを区別して書いた

りなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することについては、小学校第５学年及び第

６学年（「Ｂ 書くこと」の指導事項ウ）で学習しています。このことは、中学校第１学年（「Ｂ 書

くこと」の指導事項ウ）の、根拠を明確にしながら自分の考えが伝わる文章になるように工夫するこ

との学習につながります。 

(イ) 指導に当たっては、必要な情報を自ら探しながら自分の考えをまとめていくといった言語活動な

ど、目的を明確にさせた活動を位置付けると効果的です。その際、「指導事項のア（題材の設定、情

報の収集、内容の検討）」との関連を図り、複数の資料から集めた材料を観点に沿って比較、分類、

関係付ける等の学習過程を踏まえることが大切です。例えば、自分の考えを支える根拠となる情報

を付箋に書き出し、比較したりつなげたりする等の思考の可視化の工夫が考えられます。 



 

【話し手が伝えたいことについて、質問したり意見などを述べたりする指導の例】 

（教材：Ｒ４新入生学調問題文） 

〈授業の展開例〉                    【スピーチの内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 調べたことの中から、スピーチの話題を決める。 

 

 

           【話題の設定】【情報の収集】 

２ 集めた材料を分類したり、関係付けたりして、スピー

チの内容を検討する。  【内容の検討】【構成の検討】 

３・４ 話し手が知らせたいことや、自分が聞きたいこと

に応じて話の内容を捉え、話し手の考えと比較しなが

ら自分の考えをまとめる。 

   話すこと【表現】 

聞くこと【構造と内容の把握】【精査・解釈】 

Point① 話し手の目的を提示させる。 

Point② 提示された目的をもとに、聞き取る内容を明確に

させる。 

５ それぞれのスピーチを聞き合う。      【共有】 

 

み
な
さ
ん
は
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は
、 

別
名
を
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
も
言
い
、建
物
の
窓
に
植
物
の
つ
る
や
葉
を
は 

り
め
ぐ
ら
せ
た
も
の
の
こ
と
で
す
。窓
を
お
お
う
植
物
が
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に 

見
え
る
こ
と
か
ら
、こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

  

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
は
、い
く
つ
か
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、外
か
ら
の
日
差
し
を
防
ぎ
、

部
屋
に
日
か
げ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。二
つ
目
は
、室
内
に
入
っ
て
く
る
風
の
温
度
を

下
げ
ら
れ
る
点
で
す
。こ
れ
は
、植
物
の
葉
の
水
分
が
蒸
発
す
る
と
き
に
周
囲
の
空
気
を
冷
や
す

こ
と
で
、植
物
の
間
を
通
っ
た
風
が
す
ず
し
く
な
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。同
じ
日
差
し
よ
け
と

し
て
、古
く
か
ら
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
「
よ
し
ず
」
や
「
す
だ
れ
」
な
ど
で
は
、見
ら
れ
な
い
効
果

で
す
。ま
た
、緑
の
カ
ー
テ
ン
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
だ
け
で
は
な
く
、地
球
の
か
ん
き
ょ
う
に
も
や

さ
し
い
の
で
す
。現
在
、さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
建
築
物
で
、か
ん
き
ょ
う
保
護
の
た
め
に
、緑
の
カ

ー
テ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
、緑
の
カ
ー
テ
ン
に
は
た
く
さ
ん
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。自
然
の
す
ず
し
さ

で
夏
を
快
適
に
過
ご
せ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
、家
庭
や
学
校
で
も
、育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。 

＜第３時＞  話し手の目的や、自分が聞こうとする意図に応じてスピーチの内容を検討する学習の例 

 わたしたちにもできる、環境にやさしい取り組みを提

案しよう。 

Point① 

あらかじめ話し手の目的を提示しよう！ 
 

 ・かんきょうにやさしい取り組みとして、 

緑のカーテンを提案したい。 

 ・聞き手に「緑のカーテンを育 

ててみたい。」と思ってもらい 

たい。 

Point② 

目的をもとに、聞き取る観点をはっきり示そう！ 
 

・緑のカーテンにはどんなよさや 

効果があるのか。 

 ・緑のカーテンが、環境にやさし 

い取り組みとどのように結びつ 

くのか。 

ICTを効果的に活用しましょう！ 

スピーチの様子をタブレット端末などで録画することで、スピーチを何度も再生することができるようにな

ります。話す内容の検討場面やスピーチを聞く場面などにおける ICT活用は大変効果的です。 

話し手（山本さん） 

かんきょうにやさしい取り組みとして、緑のカ

ーテンを、家庭や学校でも育てていくことを提案

したい。 

聞き手 

かんきょうにやさしい取り組みには、どのような

ものがあるのか知りたい。 


